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中央電気工業株式会社 

 

 

住友金属住友金属住友金属住友金属グループグループグループグループのののの二次電池材料事業二次電池材料事業二次電池材料事業二次電池材料事業のののの戦略的統合戦略的統合戦略的統合戦略的統合についてについてについてについて    

― 二次電池材料事業の飛躍を目指しグループの材料事業を結集 ― 

 

住友金属工業株式会社（以下、住友金属）と、中央電気工業株式会社（以下、中央電気工業）は、住友金

属グループ内の二次電池（※1）材料事業を中央電気工業に集約・統合し強化することで、本日合意しました。

両社は、資本関係を強化（※2）し、二次電池の性能アップに欠かせない要素技術と人材を統合することによ

り、自動車向けをはじめとして、将来の市場拡大が見込まれる二次電池材料事業の飛躍を目指し、グループ

のコア事業として注力していきます。 

※1：二次電池とは、充電することにより繰り返し使用が可能な電池です。 

※2：住友金属の二次電池材料事業を中央電気工業が承継します。住友金属は、対価として、 

中央電気工業の普通新株式 4,000 千株を取得し、持分比率は 29.29%から 38.24%となります。 

 

 

   事業統合の詳細は以下の通りです。 

 

記 

 

1． 事業統合の内容 

 

(1)統合の概要 

住友金属グループでは現在、下表の二次電池材料事業を行っています。 

今回、中央電気工業が、住友金属の黒鉛事業を承継し、住金モリコープ株式会社（以下、住金モリコー

プ）を 100%子会社化（仮称：中電レアアース株式会社）することで、住友金属グループ内に分散している二

次電池材料事業を中央電気工業に集約・統合します。 

 

会社名 リチウムイオン電池材料事業 ニッケル水素電池材料事業 

住友金属 
負極材料用黒鉛の 

製造・販売 
― 

中央電気工業 
正極材原料用硫酸マンガン化成品 

の製造・販売 

負極材料用水素吸蔵合金の 

製造・販売 

住金モリコープ 
負極材料用合金材料の 

製造・販売 
― 

 

また、住金モリコープが、リチウムイオン電池負極材料と共に、製造・販売を行う磁石用合金材料は、中

央電気工業のニッケル水素電池用水素吸蔵合金と同様にレアアースを主な原料とし、製造技術についても共

通点が多く、統合によるシナジーが期待されることから、今後も引き続き拡大・発展に取り組んでまいりま

す。 

 

 

(2)統合の背景と目的 

   

現在、携帯電話やパソコン向けの二次電池は、リチウムイオン電池が、ハイブリッド車など環境対策自動

車用の二次電池は、ニッケル水素電池が主流になっています。自動車用には、今後容量の大きいリチウムイ

オン電池の使用拡大も予想されています。また、リチウムイオン電池の負極材料は、現在黒鉛が主流ですが、

将来的には、大容量で長時間使用が可能な合金系材料の使用拡大も予想されています。 



中央電気工業は、住友金属グループの二次電池材料事業の中核として、リチウムイオン電池用正極材原料

用硫酸マンガン化成品から各種負極材料まで、幅広い二次電池材料のラインナップでお客様からのご要望に

お応えできる体制を構築し、二次電池電極材料のリーディングカンパニーを目指します。 

電極材料に必要な最先端材料技術を持つ住友金属、ニッケル水素電池負極材料水素吸蔵合金でトップシェ

アの中央電気工業、磁石用合金で市場をリードする住金モリコープがそれぞれの強みを統合し、二次電池の

性能アップを加速させてまいります。 

 

事業の基礎となる研究開発については、住友金属グループを挙げて最新技術の開発に取り組みます。 

 

 

(3)統合時期 

平成 21 年 12 月 1 日（予定） 

 

 

2．各社の概要 

 

(1)住友金属の概要 

事業内容 鉄鋼事業、その他の事業 

本店所在地 大阪府大阪市中央区北浜四丁目５番 33 号 

代表者 取締役社長 友野 宏 

売上高 [連 結] 18,444 億円(平成 20 年度実績) 

従業員数 [連 結] 24,245 人(平成 21 年３月時点) 

大株主及び持株比率 (平成 21 年３月 31 日現在) 

住友商事㈱     9.54％ 

新日本製鐵㈱    9.40％ 

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口）   4.32％ 

 

 (2)中央電気工業の概要 

事業内容 合金鉄事業、機能材料事業、土木建築関連事業 

本店所在地 新潟県妙高市大字田口 272  

代表者 取締役社長 染谷 良 

売上高 [連 結] 537 億円(平成 20 年度実績) 

従業員数 [連 結] 349 人(平成 21 年３月時点) 

大株主及び持株比率 (平成 21 年３月 31 日現在) 

住友金属工業㈱     29.29％ 

住友商事㈱       10.79％ 

三井住友海上火災保険㈱  4.34％ 
 

 (3)住金モリコープの概要 

事業内容 ネオジム永久磁石用合金の製造及び販売、リチウムイオン電池負極用合金の製造

及び販売、モリブデンの輸入販売 

本店所在地 東京都中央区晴海一丁目８番 11 号 

代表者 取締役社長 神代 光一 

売上高 70 億円（平成 20 年度実績） 

従業員数 51 人（平成 21 年３ 月時点） 

大株主及び持株比率 (平成 21 年９月 30 日現在) 

住友金属工業㈱     100.00％ 
 

以 上 



［プレス資料］
1

住友⾦属グループ住友 属グル プ
⼆次電池材料事業の
戦略的統合について戦略的統合について

2009年10⽉28⽇
住友⾦属⼯業株式会社住友⾦属⼯業株式会社
中央電気⼯業株式会社

今回の統合スキーム 2

住友⾦属⼯業の [⿊鉛負極材事業] 及び [住⾦ﾓﾘｺｰﾌﾟ(SMO)株式]を 中央電気
⼯業が承継し、⼆次電池材料事業を中央電気⼯業に集約・統合

中央電気⼯業住友⾦属
29.3%

統合前
中央電気⼯業住友⾦属 38.2%

統合後
中央電気⼯業住友⾦属

ＳＭＯ
100%

中央電気⼯業住友⾦属
100%

機能材料事業本部

⽔素吸蔵
合⾦磁⽯

合⾦

ＳＭＯ
（商号変更）

(仮称)中電ﾚｱｱｰｽ

機能材料事業本部

共同研究合⾦合⾦
負極
合⾦

⿊鉛
負極材

⽔素吸蔵
合⾦

磁⽯
合⾦

共同研究

負極
合⾦

⿊鉛
負極材
⼆次電池負極材事業⼆次電池負極材事業



住友⾦属グループの⼆次電池負極材料事業 3

負極材料事業
【 商品 】 ニ ケル⽔素電池⽤負極材料（⽔素吸蔵合⾦）

中央電気⼯業
【 商品 】 ニッケル⽔素電池⽤負極材料（⽔素吸蔵合⾦）
【 顧客 】 ハイブリッド⾃動⾞⽤電池メーカー

シェア50％
⽔素吸蔵合⾦ﾄｯﾌﾟｼｪｱ

シェア50％
機能材料事業 【その他】 マンガン化成品（リチウムイオン電池⽤正極材の

原料他）の製造販売⽔素吸蔵合⾦
住⾦モリコープ 【 商品 】 リチウムイオン⼆次電池⽤負極材料（合⾦系）
磁⽯⽤合⾦ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｶﾝﾊﾟﾆｰ 【 顧客 】 ⼆次電池メーカー（⺠⽣⽤）

負極合⾦材
住友⾦属⼯業 【 商品 】 リチウムイオン⼆次電池⽤負極材料（⿊鉛）

【 顧客 】 ⼆次電池メーカー（⺠⽣⽤）⿊鉛負極材

キーテクノロジー 4

負極材料事業のキーテクノロジーは

材料技術材料技術
住友⾦属グループの鉄鋼・合⾦材料技術の強みを
活かし、⼆次電池の性能アップを加速させる為

要素技術を中電に統合要素技術を中電に統合



5研究開発分野での統合効果

住友金属工業

◆ ３社の技術を組み合わせ研究開発を加速

住友金属工業
総合技術研究所

負極材電解液

Li+ Li

e-

電池材料開発に必要な技術は
従来からの鉄鋼技術と同⼀。

材料設計技術
分析・解析技術
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ技術

表⾯⽪膜
腐食制御技術
表面処理技術

負極材反応模式図

表

二次電池材料の研究開発二次電池材料の研究開発

中央電気工業 住金モリコープ
合金製造技術（水素吸蔵合金） 合金製造技術（磁石合金、合金負極）

【参考】リチウムイオン二次電池の原理
6

電流

充電器

充 電
リチウムイオン

正極 負極

電流

リチウムイオン
放 電

正極 負極

放 電



（参考１）中央電気⼯業の概要（１） 7

ニッケル⽔素電池⽤負極材の⽔素吸蔵合⾦ﾄｯﾌﾟｼｪｱニッケル⽔素電池⽤負極材の⽔素吸蔵合⾦ﾄｯﾌﾟｼｪｱ
１．沿⾰

193 年 設⽴（ 電気炉による低炭素フ マンガン製造開始）1934年 設⽴（ 電気炉による低炭素フェロマンガン製造開始）
41年 住⾦ 資本参加 電解⾦属マンガン製造開始
61年 東証⼆部上場
70年 ⿅島⼯場で合⾦鉄製造開始70年 ⿅島⼯場で合⾦鉄製造開始
92年 妙⾼⼯場で⽔素吸蔵合⾦製造開始

２． 事業内容
・合⾦鉄事業（⾼炭素ﾌｪﾛﾏﾝｶﾞﾝ、ｼﾘｺﾏﾝｶﾞﾝ）
・環境事業（電気炉を⽤いた産業廃棄物等の溶融無害化処理）
・機能材料事業（⽔素吸蔵合⾦、硫酸ﾏﾝｶﾞﾝ、炭酸ﾏﾝｶﾞﾝ、⼆酸化ﾏﾝｶﾞﾝ）

３．資本⾦
3,630百万円

４ ⼤株主(09/3E)４．⼤株主(09/3E)
住⾦ 8,084千株（29.3％）,住商他・住友グループ 5,210千株（19.0%)

５．従業員(09/3E)
名349名

６ 売上⾼ 経常利益
（参考２）中央電気⼯業の概要（２） 8

６．売上⾼、経常利益

売上⾼（左⽬盛） 経常利益（右⽬盛）売上⾼（左⽬盛） 経常利益（右⽬盛）

７ ⽣産拠点
妙⾼市
・機能材料

⽔素吸蔵合⾦（Ni－MH電池⽤）
⾼純度硫酸マンガン（LiB⽤）

７．⽣産拠点

⾼純度硫酸マンガン（LiB⽤）
その他マンガン化成品(今回移管）

⼤阪市此花区
・⿊鉛電極材

●

● ⿅嶋市
・合⾦鉄

(今回移管）
和歌⼭市

・合⾦電極材
●
●

合⾦鉄
・環境事業・磁⽯合⾦材



（参考３）住⾦ﾓﾘｺｰﾌﾟ 事業概要 9

磁⽯⽤合⾦のリーディングカンパニー磁⽯⽤合⾦のリーディングカンパニー
１．沿⾰

1990年 ⽶国 Molycorp 社との合弁会社として設⽴1990年 ⽶国 Molycorp 社との合弁会社として設⽴
Molycorp 社の酸化希⼟類の⽇本総代理店として輸⼊販売を開始

1992年 和歌⼭事業所開設。希⼟類磁⽯合⾦の製造・販売開始
2006年 リチウムイオン⼆次電池負極⽤合⾦の製造・販売開始年 チウム 負極⽤ 製造 販売開始
2009年 住友⾦属 100%⼦会社化

２．事業所（⼯場－住友⾦属⼯業 和歌⼭製鉄所構内）
・ネオジム永久磁⽯⽤合⾦の製造・販売
・リチウムイオン⼆次電池負極⽤合⾦の製造・販売

３．従業員(09/3E)
51名

４ 業績(09/3E)４．業績(09/3E)

売上⾼ ７０億円 経常利益 ▲８億円売 ⾼ 億円 経常利 億円

（参考４）住友⾦属 ⿊鉛事業概要 10

1. 沿⾰

1997年 ﾒｿｶｰﾎﾞﾝ原料のリチウムイオン⼆次電池負極材を開発し事業開始1997年 ﾒｿｶ ﾎ ﾝ原料のリチウムイオン⼆次電池負極材を開発し事業開始
2006年 原料を天然⿊鉛に転換 し、以降事業拡⼤

2. 事業所（⼯場－住友⾦属⼯業 製鋼所構内）

リチウムイオン⼆次電池負極⽤⿊鉛材の製造・販売

3. 従業員＜含む外注＞(09/3E)
15名

業績( / )4. 業績(09/3E)

売上⾼ ９億円 経常利益 １億円
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